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C O N T E N T S

ペットの専門学校で、美容や介護、
訓練などを総合的に学び、昨年5月に
ペットの葬儀サービス事業や霊園事業
を営む組合に就職した三浦さん。「私も
犬を飼っているので、はじめは亡くなっ
た犬を前に飼い主様と一緒に泣いてし
まうこともあって大変でした。1年が
経ち、業務にも少しずつ慣れてきまし
たがまだまだ覚えることはたくさんあ
るので、先輩方に教えてもらう毎日で
す」と真剣に仕事に取り組んでいます。
担当は、申し込みから流れの説明、

ご案内と飼い主様に最後まで付き添う
受付業務。「家族の一員を亡くし悲しい
気持ちの飼い主様が、少しでも癒され
るよう、ここで葬儀を行ってよかった
と思っていただけるようにと取り組ん
でいます」。心のケアにも励みます。
自身の心のケアは、音楽を聴くこと。

中学、高校と吹奏楽部で演奏をしてい
たそうで「落ち込んでいる時や疲れた
時、今でも演奏した音楽を聴くと勇気
付けられて、がんばろう！という気持
ちになれるんです」。

三浦由貴さん

企業組合動物の森
（静岡市葵区）

＊資源保護のため再生紙を使用しています。
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中小企業が進める環境対策
地球温暖化対策が企業にも求められる中、大企業では「自主行動計画」の策定などを通じ、温室効果ガスの排出削
減を進めつつあるが、中小企業では資金調達や技術制約等により、排出削減量の試みは進んでいない状況にある。
そこで中小企業の排出削減対策事業の推進策の一つとして実施されたのが、国内排出削減量認証制度（国内クレジッ
ト制度）である。
特集では、昨年度、本会が行った省エネ対策・国内クレジット制度に関するアンケート調査や先進事例調査を踏まえ、
中小企業や組合、中央会の環境対策について紹介する。
温暖化対策や国内クレジット制度に取り組むための参考としてご活用いただきたい。

国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
と
は

地
球
温
暖
化
へ
の
対
応
が
世
界
的
に
求
め
ら

れ
る
中
、わ
が
国
で
は
、二
〇
〇
八
年
か
ら
二
〇
一

二
年
の
平
均
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
一
九
九

〇
年
比
で
六
％
削
減
す
る
こ
と
が
京
都
議
定
書

で
定
め
ら
れ
た
。政
府
で
は
そ
の
実
現
に
向
け
、

達
成
計
画
を
作
成
し
、国
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ

と
を
定
め
て
い
る
。

中
小
製
造
業
等
の
排
出
状
況（
二
〇
〇
七
年
）

は
約
七
六
〇
〇
万
㌧
︲
Ｃ
Ｏ     ₂
と
、製
造
業
の
一

六
％
、総
排
出
量
の
五
．六
％
を
占
め
る
。

同
計
画
に
は
、中
小
企
業
の
排
出
量
削
減
の
推

進
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、多
く
の
中
小
企
業
で
は

取
り
組
み
が
十
分
、進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
だ
。

そ
こ
で
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
に
導
入
さ
れ
た
の

が「
国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
」（
国
内
排
出
削
減
量

認
証
制
度
）で
あ
る
。こ
の
制
度
は
、中
小
企
業
が

大
企
業
か
ら
技
術
や
資
金
の
提
供
を
受
け
て
、省

エ
ネ・高
効
率
設
備
の
導
入
な
ど
Ｃ
Ｏ     ₂
排
出
抑
制

の
た
め
の
取
り
組
み
を
実
施
し
、大
企
業
は
そ
の

削
減
量
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し
て
中
小
企
業
か
ら

買
い
取
る
と
い
う
も
の
。八
月
現
在
、全
国
で
三
四

六
件
の
排
出
削
減
事
業
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
認
証
さ

れ
、県
内
で
も
七
件
が
認
証
を
得
て
い
る
。

制
度
導
入
に
よ
っ
て
、こ
れ
ま
で
ク
レ
ジ
ッ
ト

購
入
の
た
め
海
外
に
流
出
し
て
い
た
資
金
を
、地

域
や
中
小
企
業
に
回
帰
さ
せ
る
と
と
も
に
、新
た

な
削
減
方
法
の
提
案
な
ど
を
通
じ
て
、優
れ
た
技

術
を
有
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー･

中
小
企
業
の
振
興
に

も
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

「
省
エ
ネ
対
策
・
国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」の
結
果
概
要

本
会
で
は
、県
内
の
中
小
企
業
の
温
暖
化
対
策

の
現
状
や「
国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
」の
認
知
度
な

ど
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、会
員
組
合
及
び
組

合
員
企
業
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。

調
査
は
、本
会
会
員
一
二
二
組
合
と
そ
の
組
合

員
企
業
八
五
五
社
を
対
象
に
、平
成
二
一
年
一
一

月
二
〇
日
か
ら
一
二
月
一
〇
日
に
か
け
、郵
送
に

よ
り
実
施
。回
収
率
は
組
合
五
八
．二
％
、企
業
四

二
．三
％
だ
っ
た
。

― 国内クレジット制度が本格始動 ―

特集

排出削減事業

「排出削減事業者」（中小企業等）
（自主行動計画に参加していない者）
・大企業等の支援により、排出を削減

「排出削減事業共同実施者」（大企業等）
・中小企業等に資金・技術を提供

資
金
・
技
術

国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト

国内クレジット
認証委員会

自主行動計画の
目標達成等に活用

排出削減量の認証

図表① 
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組 

合 

編

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
組
合
の
取
り
組
み

何
ら
か
の
省
エ
ネ
対
策
を
行
っ
て
い
る
組
合

は
、三
八
．〇
％
。取
り
組
ん
で
い
る
組
合
の
四
分
の

三
が
そ
の
理
由
に「
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
」を
挙
げ
て
お

り
、「
組
合
の
社
会
的
責
任
」や「
温
暖
化
防
止
へ
の

貢
献
」（
各
五
五
．六
％
）を
し
の
ぐ（
図
表
②
）。

一
方
、取
り
組
ま
な
い
理
由
と
し
て
は
、「
コ

ス
ト
上
の
問
題
」（
二
七
．九
％
）や「
人
材
不
足
」

（
二
五
．六
％
）と
並
び
、そ
も
そ
も「
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
減
ら
す
余
地
が
な
い
」（
二
七
．九
％
）と
す
る
組

合
も
少
な
く
な
い（
図
表
③
）。

組
合
で
保
有
す
る
設
備

七
一
組
合
中
二
三
組
合
が「
設
備
を
保
有
し
て
い 

な
い
」と
回
答
。保
有
設
備
は
、「
重
油
、灯
油
ボ

イ
ラ
ー
」（
一
四
組
合
）、コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
（
一
三

組
合
）が
多
い
。な
お
、回
答
の
多
か
っ
た「
そ
の 

他
」に
は
、空
調
機
や
照
明
設
備
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

更
新
予
定
時
期
は
、乾
燥
機
や
コ
ン
プ
レ
ッ

サ
ー
で
五
年
以
内
の
更
新
を
予
定
す
る
組
合
が
相

対
的
に
多
い
が
、「
未
定
」が
大
半
を
占
め
た
。

「
高
効
率
ま
た
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た

設
備
」を
保
有
し
て
い
る
の
は
三
組
合（
四
．二
％
）

に
と
ど
ま
る
。高
効
率
照
明
と
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

備
が
二
組
合
、高
効
率
空
調
機
が
一
組
合
と
な
っ

た（
複
数
回
答
）。

国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
に
つ
い
て

「
国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
」と
い
う
名
称
を
知
っ

て
い
る
組
合
は
、四
二
．三
％
と
四
割
を
超
え
た
。た

だ
し
、内
容
を
知
っ
て
い
る
と
の
回
答
は「
少
し
で

も
」を
含
め
て
も
一
二
．七
％
と
少
数
に
と
ど
ま
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
票
上
で
、国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度

の
概
要
を
解
説
し
、制
度
に
関
心
が
あ
る
か
を
尋

ね
た
と
こ
ろ
、少
し
で
も「
関
心
が
あ
る
」と
の
回

答
は
、七
七
．五
％
と
大
勢
を
占
め
た
。

中
で
も
、九
．九
％
の
組
合
は「
非
常
に
関
心
が

あ
る
」、一
二
．七
％
が「
あ
る
程
度
関
心
が
あ
る
」

と
し
て
い
る（
図
表
④
）。

国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
に
関
心
の
あ
る
組
合
の

導
入
の
可
能
性
は
、「
あ
る
程
度
可
能
性
が
あ
る
」

（
七
．三
％
）、「
少
し
は
可
能
性
が
あ
る
」（
三
二
．

七
％
）を
あ
わ
せ
て
、四
割
が
導
入
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
の
回
答
を
得
た
。

対
象
設
備
は
、「
照
明
設
備
の
更
新
」（
一
四
組

合
）、「
空
調
設
備
の
更
新
」（
一
三
組
合
）が
多
い
。

一
方
、国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
を
導
入
す
る
可

能
性
が
な
い
と
す
る
理
由
と
し
て
は
、そ
も
そ
も

「
対
象
と
な
る
設
備
が
な
い
」が
五
四
．五
％
と
半

数
以
上
を
占
め
、「
設
備
規
模
が
小
さ
い
た
め
、導

入
効
果
が
な
い
」も
二
割
超
見
ら
れ
た
。

対
象
設
備
が
あ
る
場
合
で
は
、設
備
投
資
の
た

め
の「
資
金
調
達
が
難
し
い
」と
の
理
由
が
二
四
．

二
％
と
最
も
多
い（
図
表
⑤
）。

組合活性化情報

37.218.5

7.4
7.4

55.6

55.6

コストダウン

組合の社会的責任

温暖化防止への貢献

組合イメージ向上

周辺地域との関係良化

組合員企業からの要請

取引先からの要請

法令・行政への対応
0 10 20 30 40 50

74.1

55.6

55.6
18.5

14.8

11.1

7.4
7.4

60 70 80
（％）

図表② 省エネルギーに取り組む理由（複数回答）

23.3

18.6

27.9
27.9

23.3

25.6

20.9

18.6

16.3
25.6

0 5 10 15 20 25 30

エネルギーを減らす余地がない

コスト上の問題

人材不足

対策手段がわからない

省エネに取り組む雰囲気がない

営業的メリットがない

情報不足

その他

（％）

図表③ 省エネルギーに取り組まない理由（複数回答）

54.5

18.2

18.2

21.2

24.2

9.1

9.1

6.1

9.1

0 10 20 30 40 50 60

対象となる設備がない

資金調達が難しい

設備規模が小さいため、
導入効果がない

運用実務がわからない

制度自体がよくわからない

人材不足

組合内の省エネ意識が低い

書類作成が煩雑で面倒

その他

（％）

図表⑤ 国内クレジット制度を導入しない理由
（複数回答）

ある程度関心が
ある

12.7％

非常に関心がある
9.9％

ある程度関心が
ある

12.7％

少しは関心がある
54.9％

まったく
関心はない
22.5％

図表④  国内クレジット制
度に対する関心
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「
資
金
不
足
」（
四
九
．三
％
）や「
申
請
に
関
す
る

知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
不
足
」（
四
三
．七
％
）、「
運
用
に

関
す
る
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
不
足
」（
三
九
．四
％
）も

四
割
前
後
に
上
っ
た（
図
表
⑧
）。

組
合
員
の
導
入
支
援
・
共
同
導
入
の
推
進
意
向

組
合
員
企
業
が
国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
導
入
を 

目
指
す
際
の
、組
合
支
援
の
有
無
は
、七
一
．九
％

の
組
合
が「
あ
る
」と
回
答
。そ
の
う
ち
、「
大
い

に
あ
る
」（
一
一
．三
％
）、「
あ
る
程
度
は
あ
る
」

（
三
三
．八
％
）と
す
る
組
合
だ
け
で
も
四
五
．一
％

あ
っ
た（
図
表
⑥
）。

ま
た
、組
合
員
企
業
の
共
同
導
入
の
推
進
に
つ

い
て
は
、支
援
に
肯
定
的
な
組
合
の
割
合
は
、若
干

下
が
っ
て
六
割
弱
と
な
っ
て
い
る
。

組
合
員
企
業
の
制
度
導
入
を
促
す
た
め
の

具
体
的
取
り
組
み
と
課
題

組
合
員
企
業
の
国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
導
入
を

促
す
た
め
の
具
体
的
事
業
は
、「
説
明
会
の
開
催
」

（「
実
施
し
た
い
」（
一
一
．三
％
）、「
検
討
し
た
い
」

（
四
二
．三
％
））に
つ
い
て
前
向
き
な
回
答
が
多
い
。

一
方
、企
業
が
削
減
し
た
Ｃ
Ｏ   ₂
の
取
引
過
程
に

関
わ
る「
組
合
員
の
排
出
権
と
り
ま
と
め
」に
つ

い
て
は
、知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
不
足
も
あ
っ
て
か

「
で
き
な
い
」と
す
る
組
合
が
多
い（
図
表
⑦
）。

制
度
導
入
の
課
題
で
は
、「
基
本
的
な
知
識
不

足
」を
挙
げ
る
組
合
が
六
二
．〇
％
と
六
割
超
。

企 

業 

編
回
答
企
業
の
業
種
は
、製
造
業
が
八
二
．六
％

（
生
活
関
連
一
五
．五
％
、基
礎
素
材
三
一
．八
％
、加

工
組
立
三
五
．四
％
）を
占
め
た
。

従
業
員
数
は
、三
一
～
一
〇
〇
人（
二
九
．八
％
）

が
最
も
多
く
、一
〇
～
三
〇
人（
二
八
．二
％
）が
続

い
た
。九
人
以
下
は
一
八
．〇
％
だ
っ
た
。

売
上
高
別
で
は
、一
〇
億
円
超
が
三
七
．八
％
、

五
億
円
超
一
〇
億
円
以
下
一
六
．六
％
と
五
億
円

を
超
え
る
企
業
が
五
四
．四
％
に
上
っ
た
。

環
境
関
連
の
認
証
の
取
得
状
況（
複
数
回
答
）

は
、取
得
し
て
い
な
い
が
四
九
．七
％
と
半
数
近

く
を
占
め
る
一
方
、Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
取
得
が

三
一
．五
％
と
三
分
の
一
近
く
に
上
る（
エ
コ
ア
ク

シ
ョ
ン
21
六
．四
％
、そ
の
他
一
四
．六
％
）。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取
り
組
み

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
行
っ
て
い
る
企
業
は
、

六
五
．七
％
と
三
分
の
二
を
占
め
る
。た
だ
し
、企

業
規
模
に
よ
っ
て
差
が
み
ら
れ
、従
業
員
一
〇
一

人
以
上
で
は
九
割
近
く
で
あ
る
の
に
対
し
、九
人

以
下
で
は
四
割
弱
に
と
ど
ま
っ
た
。

業
種
別
で
は
、自
動
車
関
連
を
は
じ
め
と
す
る

加
工
組
立
型
製
造
業
が
七
割
を
超
え
る
一
方
、食

品
や
繊
維
な
ど
生
活
関
連
型
製
造
業
は
五
割
程
度

と
な
っ
て
い
る
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
取
り
組
む
理
由
は
、「
企

業
の
社
会
的
責
任
」が
七
割
超
と
最
も
多
く
、「
温

暖
化
防
止
へ
の
貢
献
」（
六
五
．五
％
）が
続
い
た
。

一
方
、「
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
」も
六
四
．七
％
に
上
っ

て
お
り
、社
会
的
責
任
の
遂
行
が
コ
ス
ト
削
減
に

5.6

36.6

5.6

35.2
42.3

11.3 4.2

35.2 23.9

5.6

62.0

35.2

21.1

38.0
26.8

19.7

42.3

11.3 4.2

35.2

22.5

38.0 38.0

32.4

23.9

5.6

49.3
43.7

39.4 36.6
29.6 29.6

18.3

5.6
5.6

0

10

20

30

40

50

60

70

20

  0

40

60

80

100

基
本
的
な
知
識
不
足

資
金
不
足

申
請
に
関
す
る
知
識
・

ノ
ウ
ハ
ウ
不
足

運
用
に
関
す
る
知
識
・

ノ
ウ
ハ
ウ
不
足

人
材
不
足

組
合
内
の
省
エ
ネ
意
識
向
上

対
象
設
備
を
有
す
る

組
合
員
企
業
が
な
い

メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
規
模
の

設
備
を
有
す
る
組
合
員
企
業

が
な
い

そ
の
他

組
合
員
企
業
の
C
O

排
出
量
調
査
の
依
頼

組
合
員
の
排
出
権

と
り
ま
と
め

導
入
事
例
の
視
察

説
明
会
の
開
催

（％）

実施したい

検討したい

できない

不明

（％）

2

図表⑧ 制度導入の際の課題（複数回答） 図表⑦  国内クレジット制度導入 
促進のための具体的取り組み

ある程度はある 
33.8％ 

大いにある 
11.3％ 

ある程度はある 
33.8％ 

少しはある 
26.8％ 

まったくない 
25.4％ 

不明 
2.8％ 

図表⑥  組合員企業が制度導入
する際の支援の有無
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つ
な
が
り
、経
営
的
に
も
好
影
響
が
出
る
こ
と
を

期
待
す
る
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る（
図
表
⑨
）。

業
種
別
で
は
、生
活
関
連
型
製
造
業
や
木
材
・
木

製
品
、紙
・
パ
ル
プ
な
ど
の
基
礎
素
材
型
製
造
業
で

「
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
」を
主
目
的
に
省
エ
ネ
対
策
を
実

施
し
て
い
る
企
業
が
多
い
。

取
り
組
ま
な
い
理
由
は
、「
コ
ス
ト
上
の
問
題
」

と「
対
策
手
段
が
わ
か
ら
な
い
」が
と
も
に
三
八
．

八
％
で
ト
ッ
プ
。ま
た
、企
業
規
模
が
小
さ
い
こ

と
な
ど
か
ら
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
減
ら
す
余
地
が
な

い
」も
三
三
．一
％
と
三
割
を
超
え
た（
図
表
⑩
）。

業
種
別
で
は
、製
造
業
で「
対
策
手
段
が
わ
か
ら

な
い
」と
の
企
業
が
四
割
超
と
多
く
、非
製
造
業

で
は「
減
ら
す
余
地
が
な
い
」が
七
割
を
超
え
て

い
る
。

保
有
す
る
設
備
と
更
新
予
定
時
期

二
六
九
社
が「
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
」を
所
有
。中

で
も
加
工
組
立
型
製
造
業
の
保
有
率
は
、九
割
を

超
え
る
。こ
れ
に「
乾
燥
機
」（
七
二
社
）、「
重
油
、灯

油
ボ
イ
ラ
ー
」（
五
九
社
）が
続
く
が
、特
に
生
活
関

連
型
製
造
業
で
の
保
有
率
が
高
い
。

更
新
予
定
時
期
に
つ
い
て
は「
未
定
」と
の
回

答
が
多
い
が
、「
冷
凍
・
冷
蔵
機
」、「
コ
ン
プ
レ
ッ

サ
ー
」に
つ
い
て
は
、四
分
の
一
以
上
の
企
業
が
、

五
年
以
内
に
更
新
を
予
定
し
て
い
る（
図
表
⑪
）。

高
効
率
ま
た
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
た
設
備
の
保
有

高
効
率
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
設
備
を
保
有
す

る
企
業
は
一
四
．四
％（
五
二
社
）。「
高
効
率
照
明
」

を
導
入
す
る
企
業
が
二
一
社
あ
り
、比
較
的
大
規

模
な
加
工
組
立
型
製
造
業
な
ど
で
は
、太
陽
光
発

電
・
熱
利
用
と
い
っ
た「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
」を

採
用
す
る
企
業
も
あ
る（
図
表
⑫
）。

国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
認
知
度
と導

入
の
可
能
性

三
割
の
企
業
が
、国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
と
い

う
名
称
を
知
っ
て
い
る
と
回
答
。た
だ
し
、内
容
を 

「
少
し
で
も
知
っ
て
い
る
」と
の
回
答
は
合
計
で 

一
〇
．二
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

従
業
員
数
一
〇
一
人
以
上
の
企
業
で
は
、制
度
名

組合活性化情報

3.3

10.6

13.6

14.3

10.5

16.7

11.2

11.5

0.0

0.0

2.6

0.0

0.4

3.5
1.8

0.0

0.0

2.6

1.9

5.7

2.8

1.7

1.7

2.9

5.3

3.3

10.6

21.1

6.9

20.1

10.6

20.3

22.9

26.3

22.2

17.5

20.4

13.6

14.3

10.5

16.7

11.2

11.5

50.8

54.3

31.6

51.4

45.7

41.6

0.0

0.0

2.6

0.0

0.4

3.5
1.8

0.0

0.0

2.6

1.9

5.7

2.8

1.7

1.7

2.9

11.9

0 20 40 60 80 100

重油、灯油ボイラー

工業炉

冷凍・冷蔵機

乾燥機

コンプレッサー

その他

1年以内 1年超3年以内 3年超5年以内 5年超10年以内 10年超 未定 不明

（％）
図表⑪ 設備の更新予定時期

65.5

33.6
42.9

64.7
65.5

71.0

21.0
19.3

2.9
2.9

5.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80
（％） 

企業の社会的責任 
温暖化防止への貢献 

コストダウン 
企業イメージ向上 
法令・行政への対応 
周辺地域との関係良化 
取引先からの要請 
新規得意先の開拓 

新規事業分野への進出 
その他 

図表⑨ 省エネに取り組む理由（複数回答）

8.3

18.2

33.1
38.8
38.8

2.5
8.3

15.7
18.2

31.4
33.1

38.8
38.8

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

対策手段がわからない
コスト上の問題

エネルギーを減らす余地がない
人材不足
情報不足

営業的メリットがない
省エネに取り組む雰囲気がない

その他

（％）

図表⑩ 省エネに取り組まない理由（複数回答）

17.3

13.5

13.5

7.7

3.8

40.4

15.4

17.3

13.5

13.5

7.7

5.8

3.8

0 5 1510 20 25 30 35 40 45

高効率照明

新エネルギー設備

高効率空調機

その他

高性能ボイラー

コージェネレーション

高性能工業炉

高効率給湯器

（％）

図表⑫ 保有する高効率設備などの種類（複数回答）
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五
三
．五
％
で
最
多
。こ
れ
に「
空
調
設
備
の
更
新
」

（
四
二
．四
％
）、「
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
」（
三
三
．

三
％
）が
続
く（
図
表
⑮
）。　

業
種
別
で
は
、生
活
関
連
型
製
造
業
で「
ボ
イ

ラ
ー
の
更
新
」（
三
五
．七
％
）、非
製
造
業
で
は「
太
陽

光
発
電
設
備
の
導
入
」（
四
一
．四
％
）が
多
い
。

導
入
の
時
期
に
つ
い
て
は
、「
未
定
」が
六
割
以
上

を
占
め
て
お
り
、五
年
以
内
を
想
定
し
て
い
る
企
業

は
二
割
程
度
に
と
ど
ま
る（
図
表
⑯
）。

の
認
知
度
が
四
七
．〇
％
、内
容
を
知
っ
て
い
る
と
の

回
答
が
二
〇
．五
％
と
比
較
的
高
い
。

制
度
に
少
し
で
も「
関
心
が
あ
る
」と
の
回
答
は

七
一
．一
％
に
達
し
、「
非
常
に
関
心
が
あ
る
」（
六
．

一
％
）と「
あ
る
程
度
関
心
が
あ
る
」（
二
〇
．二
％
）と

い
う
関
心
度
の
高
い
企
業
だ
け
で
も
四
分
の
一
以

上
を
占
め
た（
図
表
⑬
）。

関
心
の
あ
る
企
業
の
制
度
導
入
の
可
能
性
は
、

「
ま
っ
た
く
可
能
性
は
な
い
」は
二
割
程
度
に
と
ど

ま
り
、少
し
で
も
可
能
性
が
あ
る
と
の
回
答
は
七

七
．一
％
と
八
割
近
く
に
達
し
た（
図
表
⑭
）。

国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
対
象
と
な
る
設
備

制
度
導
入
の
可
能
性
が
あ
る
企
業
が
更
新・
導

入
を
検
討
す
る
設
備
は
、「
照
明
設
備
の
更
新
」が

制
度
導
入
の
課
題
と
組
合
事
業
と
し
て
の
可
能
性

国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
導
入
に
際
し
て
、「
基

本
的
な
知
識
不
足
」を
課
題
に
挙
げ
た
企
業
は
六

八
．二
％
。制
度
導
入
の
前
提
と
な
る
設
備
コ
ス
ト

を
考
慮
し
て
か
、「
資
金
不
足
」も
半
数
近
く
の
企
業

が
課
題
に
挙
げ
て
い
る（
図
表
⑰
）。

導
入
し
な
い
理
由
で
は
、「
資
金
調
達
が
難
し
い
」

が
、半
数
超（
五
六
．四
％
）の
企
業
か
ら
挙
げ
ら
れ

て
い
る
が
、「
設
備
規
模
が
小
さ
い
た
め
、導
入
効
果

が
な
い
」（
四
九
．一
％
）や「
対
象
と
な
る
設
備
が
な

い
」（
三
〇
．九
％
）も
多
く
み
ら
れ
る（
図
表
⑱
）。

組
合
共
同
事
業
と
し
て
の
制
度
導
入
の
可
能
性

は
、「
大
い
に
あ
る
」が
五
．八
％
、「
あ
る
程
度
は
あ

る
」が
一
九
．一
％
と
、自
社
単
独
の
導
入
に
比
べ
て

若
干
高
い
結
果
と
な
っ
た
。

5年超10年以内 
10.1％ 未定 

64.1％ 

1年超3年以内 
7.6％ 

3年超 
5年以内 
13.1％ 

5年超10年以内 
10.1％ 

10年超 
1.5％ 

未定 
64.1％ 

不明 
2.5％ 

1年以内 
1.0％ 

図表⑯  国内クレジット制度 
導入の見込み時期

ある程度 
可能性がある 
15.2％ 

少しは可能性がある 
58.8％ 

まったく 
可能性はない 
21.0％ 

不明 
1.9％ 

ある程度 
可能性がある 
15.2％ 

大いに可能性がある 
3.1％ 

図表⑭
国内クレジット制度
導入の可能性 

ある程度 
関心がある 
20.2％ 

非常に関心がある 
6.1％ 

ある程度 
関心がある 
20.2％ 

少しは関心がある 
44.8％ 

まったく 
関心はない 
26.8％ 

不明 
2.2％ 

図表⑬
国内クレジット制度に
対する関心度  

10.1
6.6 6.1

3.0 1.5 0.5
7.1

照
明
設
備
更
新

空
調
設
備
更
新

太
陽
光
発
電
設
備
導
入

変
圧
器
更
新

ボ
イ
ラ
ー
更
新

ポ
ン
プ・フ
ァ
ン
類
可
変
能
力

制
御
機
器
導
入

工
業
炉
更
新

コ
ン
セ
ン
ト
負
荷
制
御
機
器

の
導
入

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
導
入

熱
源
機
器
更
新

小
型
蒸
気
発
電
機
の
導
入

温
泉
熱･

温
泉
排
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用

熱
供
給
へ
の
切
替
え

そ
の
他

0

10

30

20

40

50

60
（％）

53.5

42.4

33.3

21.7 19.2

10.1
15.2

5.16.6 6.1
3.0 1.5 0.5

7.1

図表⑮  国内クレジット制度導入の対象と 
なる設備（複数回答）

35.4

21.2

49.1

34.5

12.7
12.7

1.8

（％）

（％）

基本的知識不足
資金不足

運用に関する知識・ノウハウ不足
人材不足

申請に関する知識・ノウハウ不足
社内の省エネ意識向上

その他

その他

資金調達が難しい
設備規模が小さいため、導入効果がない

運用実務がわからない
制度自体がよくわからない

対象となる設備がない
人材不足

社内の省エネ意識が低い
書類作成が煩雑で面倒

0 10 20 30 40 50 60

0 10 20 30 50 60 70 8040

30.9

68.2
48.5

35.4
30.8
30.8

3.0

56.4

41.8

21.8

図表⑰ 制度導入の際の課題（複数回答）

図表⑱ 制度を導入しない理由（複数回答）
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組合活性化情報

中
小
企
業
の
環
境
対
策
導
入
促
進
に
向
け
た

中
央
会
の
取
り
組
み
の
方
向

■�

中
小
企
業
の
環
境
対
策
導
入
に
対
応
で
き
る

組
織
体
制
の
構
築

対
策
導
入
の
支
援
を
担
う
中
央
会
で
は
、ま
ず

支
援
を
円
滑
に
実
施
で
き
る
体
制
づ
く
り
と
人
材

の
確
保
・
養
成
、ス
キ
ル
の
習
得
を
進
め
て
い
く
。

具
体
的
に
は
、組
合
を
通
じ
た
セ
ミ
ナ
ー
や
勉
強

会
の
開
催
な
ど
を
通
じ
、企
業
の
環
境
負
荷
軽
減
に

関
す
る
情
報
を
発
信
す
る
。ま
た
、中
小
企
業
の
相

談
を
受
け
付
け
、実
践
を
支
援
す
る
た
め
の
仕
組
み

づ
く
り
に
速
や
か
に
取
り
組
む
。

さ
ら
に
、会
内
で
中
小
企
業
の
環
境
対
策
に
関
す

る
ノ
ウ
ハ
ウ・
ス
キ
ル
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

と
く
に
国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
に
お
け
る
排
出
権

取
引
に
つ
い
て
は
、取
引
内
容
や
申
請
手
続
き
、運

用
な
ど
に
関
す
る
知
識
・
経
験
の
蓄
積
を
進
め
る
。

■�

他
の
支
援
機
関
な
ど
と
の
実
効
性
の
高
い

連
携
の
強
化

中
小
企
業
の
環
境
対
策
の
有
効
性
や
国
内
ク
レ

ジ
ッ
ト
制
度
の
Ｐ
Ｒ
、相
談
受
付
か
ら
導
入
・
運
用

ま
で
を
円
滑
に
支
援
す
る
た
め
に
は
、他
の
支
援

機
関
や
関
連
主
体
な
ど
と
の
連
携
強
化
が
必
須
と

な
る
。

具
体
的
に
は
、各
機
関
と
の
定
期
的
な
交
流
の
場

の
設
置
や
相
互
訪
問
な
ど
に
よ
っ
て
、関
連
情
報
を

共
有
し
、取
り
組
み
案
件
を
具
現
化
し
て
い
く
。

な
か
で
も
、国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
導
入
普
及

に
つ
い
て
は
、中
小
企
業
や
大
手
企
業
の
ク
レ
ジ
ッ

ト
の
導
入・
購
入
意
向
の
把
握
、ク
レ
ジ
ッ
ト
の
売

り
手
・
買
い
手
の
マ
ッ
チ
ン
グ
促
進
の
た
め
の
仕
組

み
づ
く
り
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。こ
う
し
た
取
り
組

み
を
通
じ
て
、中
期
的
に
は
商
業
ベ
ー
ス
で
継
続
で

き
る
体
制
を
確
立
し
、中
小
企
業
と
大
手
企
業
、支

援
機
関
等
がW

IN

︲W
IN

︲W
IN

の
関
係
を
築
く

こ
と
が
望
ま
れ
る
。

さ
ら
に
、国
・
関
連
団
体
に
対
す
る
制
度
の
ス

キ
ー
ム
改
善
や
中
小
企
業
に
向
け
た
制
度
啓
発
の

Ｐ
Ｒ
強
化
支
援
な
ど
の
要
望
、省
エ
ネ
関
連
補
助
金

活
用
時
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
セ
ッ
ト
提
案
の
促

進
も
検
討
し
て
い
く
。

⃝大手企業・エネルギー事業者……国内クレジット制度において、中小企業等に技術・資金等を提供し、中小企業等が削減した
CO₂削減量をクレジットして買い取り、自主行動計画等の目標達成のために活用する。

⃝設備機器メーカー・販売業者……中小企業に省エネ設備の導入を促すとともに、国内クレジット制度において、省エネシミュ
レーションや計画申請等を支援する。

⃝ソフト支援事業者……………国内クレジット制度において、省エネ診断から事業計画書の作成、クレジット購入先との
マッチング支援、実績報告書の作成などを行う事業者。

⃝金融機関・商社…………………環境対策の投資資金の供給を担うとともに、国内クレジット制度においては、クレジット購
入先とのマッチング支援、クレジットの買い取り・転売などを行う。

⃝国内クレジット支援センター …ソフト支援事業者のサポート役として、CO₂削減診断、削減事業計画書の作成や新方法論の開発
などの実務を実施できる専門家を育成し資格を与え、登録専門家として管理・ネットワークする。
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取扱品目：�いわき材の製材・乾燥・加工（間柱、柱、
フィンガージョイントなど）

売　上　高：₄億2,000万円
従業員数：20名

■ボイラーの高効率化でCO₂排出を削減
既存のＡ重油ボイラーでは環境負荷が大きいことに加

え、燃料費の高騰なども重なり、2008年₈月頃から更新の
検討を始めた。既存設備の効率を分析した上で、10月には
新設備の導入を決断。₂基のＡ重油貫流ボイラー（750kg/
h）を高効率都市ガス貫流ボイラー（500kg/h）に更新した。
ボイラーの高効率化により燃料使用量の削減や低炭素
燃料への転換を通じ、CO₂排出量の削減を進めていく。

■重油流出の可能性なくなり、経営リスク軽減
2009年12月に排出削減事業の計画を申請し、翌₁月には承

認を受けた。共同実施者は、静岡ガス㈱。計画の作成や申請手
続きは同社が行ったため、事務的な負担はほとんどなかった。
クレジットの認証期間は、2009年₇月21日から2013年₃
月31日。総事業額は800万円弱（ガス配管工事、設備撤去費用
含む）で、都市ガス振興センターの補助金（エネルギー多消
費型設備天然ガス化推進補助事業：補助率1/3）を活用した。
認証期間内に377㌧のCO₂の削減を予定する。
なお、従来の重油燃料と都市ガスの月額経費は、ほとん

ど変わらないが、重油が流出する可能性がなくなったた
め、経営リスクの軽減にも貢献している。

■支援機関は窓口の充実と情報提供を
計画の申請など事務手続きを中小企業が独自でやろう

とすると多大な労力が必要となる。大企業のようにスタッ
フが豊富でないため、中小には負担が重い。制度普及のた
めには、ある程度、仕組みの簡素化も必要だろう。
また、公的機関や支援機関には窓口などの充実も含め、
関連する情報の提供や発信をお願いしたい。

■バイオマスボイラー導入で廃棄物の有効利用にも寄与
　組合では、重油式の木材ボイラー₉台を使用し、木材の
乾燥を共同事業として行ってきたが、燃料の高騰などを機
に、代替燃料を模索。国内クレジット制度を利用し、Ａ重油
を燃料とするボイラーから、自社工場内で発生する木屑類
を燃料としたバイオマスボイラーに切り替えた。
　燃料となる木屑類は、当工場の排出分とプレカット工場
の端材で十分に充当可能。このため、CO₂排出量の削減に
加え、自社製材工場から出る木屑･木片が燃料となり、廃棄
物の有効活用にも寄与している。

■設備投資には補助金も活用
　事業総額は₁億900万円（建物含む）で、林野庁から50％の
補助を受けた。設備は、価格（安さ）よりも耐久性を重視した。
　排出削減事業共同実施者は東京電力㈱。ソフト支援業者
としてみずほ総研等に事務手続きの代行を依頼したこと
もあり、制度利用に関するわずらわしさはなかった。
　CO₂の排出削減量は、₄年間で3025㌧を見込み、ほぼ試
算に沿った削減を実現。また、蒸気使用量も増えており、ク
レジットも増える可能性がある。
クレジット売却代金は、組合運営費と山林事業に充当する
考え。

■環境意識の高まりにも貢献
　福島県のクレジット制度利用第一号ということもあり、
地域の評価も上がり、従業員の環境に対する意識も高まっ
ている。
　さらに、環境的な視点から森林管理のあり方を組合全体
で考えるようになるなど、波及効果も大きい。

取扱品目：�電気めっき、無電解ニッケルめっき、電鋳など
売　上　高：20億円
従業員数：120名

丸長鍍金株式会社
（静岡市清水区）

協同組合いわき材加工センター
（福島県いわき市）

t�

導
入
し
た
高
効
率

都
市
ガ
ス
貫
流
ボ

イ
ラ
ー

▲�計量メーターでガス使用量
をチェック

▲
t��導入した木屑焚ボイラー
（写真左）と乾燥施設（上）
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組合活性化情報

静岡県国内クレジット
制度普及研究会が発足

ー 静岡県中央会 ー

　静岡県中央会では、�月��日、「静岡県国内クレジット制度普及研究会」を発足させた。
　同研究会は、昨年度、本会が策定した構造改革支援ビジョンに基づき、中小企業の省エネ促進と国内クレ
ジット制度の一層の普及を進めようと立ち上げたもので、会員組合や組合員企業をはじめ、行政、電力会社、
金融機関など�0団体が参加。
　省エネ対策や国内クレジット制度に関する勉強会の開催、組合等が開催するセミナーへの講師等の斡旋、

「省エネ診断」の促進及び外部専門家によるコンサルティング、「省エネ設備投資」における補助金等の活用
など幅広い支援のほか、削減量が少ない小規模事業者のためにクレジットを組合や中央会が共同でとりまと
めて売買する地域版国内クレジット買取ファンドの設立についても研究を進める。
　支援体制の構築や他の支援機関との定期的な交流による情報の共有化などを通じ、国内クレジット制度に
取り組む中小企業を支援していく考えだ。
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全
国
茶
の
品
評
会
で
五
年
連
続
一
一
回

の
産
地
賞
に
輝
く
茶
産
地
掛
川
。

だ
が
、
そ
の
全
国
屈
指
の
銘
茶
産
地
も

リ
ー
フ
茶
の
消
費
低
迷
や
価
格
の
下
落
、

激
化
す
る
産
地
間
競
争
な
ど
、
激
し
い
時

代
の
流
れ
と
無
縁
で
は
い
ら
れ
な
い
。

こ
う
し
た
山
積
す
る
課
題
を
抱
え
な
が

ら
、
市
内
の
茶
商
四
三
社
で
組
織
す
る
組

合
の
運
営
の
舵
取
り
を
担
っ
て
一
年
半
。

力
を
注
ぎ
続
け
る
の
が
、
掛
川
茶
の
ブ
ラ

ン
ド
戦
略
で
あ
る
。

「
”掛
川
茶”

は
地
域
団
体
商
標
（
地
域

ブ
ラ
ン
ド
）
に
こ
そ
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、

全
国
的
に
見
れ
ば
、
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
力
は

ま
だ
ま
だ
弱
い
」
と
組
合
が
音
頭
を
と
り
、

生
産
者
や
農
協
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
た

掛
川
茶
ブ
ラ
ン
ド
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
。

委
員
会
に
は
、
Ｇ
Ｉ
（
産
地
・
品
質
格

付
基
準
）、
加
工
商
品
、
新
銘
茶
Ｐ
Ｒ
、
イ

ベ
ン
ト
の
四
つ
の
部
会
を
設
置
。
農
水
省

か
ら
の
補
助
金
を
活
用
し
、
き
め
細
か
な

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
展
開
す
る
。

目
指
す
は
、
差
別
化
、
そ
し
て
量
か
ら

質
へ
の
転
換
。
そ
の
期
待
を
担
っ
て
六
月

に
登
場
し
た
の
が
”天あ
ま
ね葉”

だ
。

「
掛
川
茶
の
産
地
戦
略
品
種
”さ
え
み
ど

り”

”つ
ゆ
ひ
か
り”

の
新
芽
か
ら
厳
選

し
た
最
高
級
ブ
ラ
ン
ド
が
”天
葉”

。
掛

川
茶
＝
高
級
茶
の
イ
メ
ー
ジ
構
築
の
切
り

札
と
な
れ
ば
」
と
期
待
を
込
め
る
。　

一
方
、
掛
川
出
身
の
女
性
歌
手
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
ブ
レ
ン
ド
茶
も

開
発
。若
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
万
全
だ
。

話
題
性
溢
れ
る
仕
掛
け
も
続
々
と
繰
り

出
す
。

「
満
月
の
月
明
か
り
の
も
と
で
、
茶
摘

み
を
す
る
”月
夜
の
茶
摘
会”

な
ど
、
青

年
部
を
中
心
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し
も

続
々
と
企
画
中
で
す
」
と
若
手
の
活
躍
に

目
を
細
め
る
。

掛
川
茶
に
合
う
お
茶
請
け
を
、
と
市
内

の
菓
子
組
合
と
開
発
し
た
”掛
川
茶
わ
ら

び
餅”

や
掛
川
産
深
蒸
し
煎
茶
の
粉
末
を

利
用
し
た
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
”掛
川
茶
っ
ぷ

す”

な
ど
新
商
品
も
次
々
に
誕
生
。

「
特
に
”掛
川
茶
っ
ぷ
す”

は
甘
し
ょ
っ

ぱ
さ
が
お
茶
に
合
う
、
と
大
好
評
。
当
初

は
八
月
末
ま
で
の
限
定
販
売
で
し
た
が
、

急
き
ょ
、
通
年
販
売
と
な
り
ま
し
た
」
と

予
想
を
超
え
る
反
響
に
笑
み
が
浮
か
ぶ
。

「
作
り
手
、
売
り
手
の
考
え
だ
け
で
は
、

消
費
者
に
は
支
持
さ
れ
な
い
」
と
市
民
を

巻
き
込
ん
だ
取
り
組
み
の
必
要
性
を
痛
感
。

市
が
立
ち
上
げ
た
”お
茶
の
ま
ち
掛
川”

づ
く
り
実
行
委
員
会
の
委
員
長
に
請
わ
れ

て
就
い
た
。

「
市
民
か
ら
提
案
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
広
く

募
集
し
、
市
を
挙
げ
て
掛
川
茶
を
全
国
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
考
え
で
す
」。

代
表
取
締
役
を
務
め
る
中
根
製
茶
㈱
の

缶
入
り
緑
茶
”当と
う

煎せ
ん

茶ち
ゃ”

は
、
赤
い
だ
る

ま
に
”必
勝”

”感
謝”

の
文
字
が
躍
り
、

選
挙
が
近
づ
く
と
全
国
か
ら
注
文
が
殺
到

す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
商
品
。

「
常
に
ア
イ
デ
ィ
ア
を
考
え
る
の
が
楽
し

い
」と
い
う
根
っ
か
ら
の
ア
イ
デ
ィ
ア
マ
ン
だ
。

クローズアップインタビュー

掛川茶商協同組合

中根福次理事長

豊富なアイディアで
掛川茶のブランド戦略
に傾注

組合活性化情報
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Business Report 組合の動き

地
デ
ジ
完
全
移
行
ま
で
あ
と
一
年

普
及
呼
び
か
け
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

静
岡
県
電
機
商
業
組
合

静
岡
県
電
機
商
業
組
合
で
は
、
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
（
地
デ
ジ
）
の
完
全
移

行
（
平
成
二
三
年
七
月
二
四
日
）
ま
で

一
年
に
迫
っ
た
七
月
二
三
日
、
Ｊ
Ｒ
静

岡
駅
北
口
地
下
広
場
で
、”地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
完
全
移
行
ま
で
あ
と
一
年　

街

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
“
を
行
っ
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
デ
ジ
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
お
う
と
、
全
国
電

機
商
業
組
合
連
合
会
が
中
心
と
な
り
、

全
国
一
斉
に
実
施
し
た
も
の
。

当
日
は
、
組
合
員
や
地
元
テ
レ
ビ
局

の
女
性
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
（
地
デ
ジ
大
使
）

ら
五
五
人
が
、
朝
の
通
勤
時
間
帯
に
合

わ
せ
午
前
七
時
三
〇
分
か
ら
、
チ
ラ
シ

や
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
グ
ッ
ズ
な

ど
各
二
〇
〇
〇
個
を
通
勤
者
ら
に
配
布
。

組
合
内
に
設
置
し
た
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
に
関
す
る
相
談
窓
口
”
デ
ジ
タ
ル

１
１
０
番
“
の
利
用
と
合
わ
せ
、
市
民

に
地
デ
ジ
へ
の
理
解
を
呼
び
か
け
た
。

組
合
で
は
、

「
現
在
、
県
内
の
地
デ
ジ
普
及
率
は
約

八
五
％
だ
が
、
お
よ
そ
二
〇
万
世
帯
は
、

地
デ
ジ
未
対
応
の
状
況
に
あ
る
。地
デ
ジ

対
応
テ
レ
ビ
を
買
っ
て
も
す
ぐ
に
観
ら

れ
る
と
は
限
ら
ず
、受

信
施
工
や
設
定
作
業
、

ア
ン
テ
ナ
の
設
置
が

必
要
な
場
合
も
あ
る
。

完
全
移
行
間
際
に
は
、

混
乱
も
予
想
さ
れ
る
。

地
デ
ジ
に
関
す
る
相

談
は
、
組
合
や
の
ぼ

り
旗
が
目
印
の
”
デ

ジ
タ
ル
１
１
０
番
“ 

加
盟
組
合
員
ま
で
お

寄
せ
頂
き
、
お
早
め

の
対
応
を
お
願
い
し

動
物
霊
園
事
業
を
行
う
企
業
組
合
動

物
の
森
（
静
岡
市
・
小
林
明
美
理
事
長
）

で
は
、
開
園
一
〇
周
年
を
記
念
し
、
八

月
二
二
日
、
静
岡
市
産
女
の
組
合
施
設

で
開
堂
一
〇
周
年
記
念
祭
を
開
い
た
。

同
組
合
は
、
ペ
ッ
ト
ト
リ
マ
ー
、
寺

院
関
係
者
、
焼
却
設
備
業
者
ら
に
よ
り
、

平
成
一
一
年
四
月
に
設
立
。
高
度
化
資

金
を
活
用
し
平
成
一
二
年
八
月
、
葬
儀

場
、
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
、
火
葬
炉
、

祭
殿
、
納
骨
堂
を
備
え
る
ペ
ッ
ト
専
用

葬
祭
会
館
を
設
置
し
、
火
葬
か
ら
納
骨
、

祭
祀
な
ど
の
葬
祭

事
業
を
実
施
。
明

る
く
清
潔
な
施
設

に
加
え
、
飼
い
主

の
立
場
に
立
っ
た

ス
タ
ッ
フ
の
き
め

細
か
な
配
慮
が
口

コ
ミ
で
伝
わ
り
、

利
用
者
は
年
を
追

う
ご
と
に
増
加
。

オ
ー
プ
ン
当
初

年
間
一
五
〇
件
ほ
ど
だ
っ
た
葬
儀
は
、

現
在
一
三
〇
〇
件
近
く
に
ま
で
増
え
て

い
る
。

記
念
祭
で
は
、
動
物
観
音
様
に
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
た
記
念
法
要
や
動
物

の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
フ
リ
ー
ス（
羊
毛
）

で
つ
く
る
フ
リ
ー
ス
ド
ッ
グ
教
室
が
開

か
れ
た
ほ
か
、
ペ
ッ
ト
用
の
服
や
お
も

ち
ゃ
、
お
や
つ
、
お
線
香
や
仏
具
、
写

真
立
て
な
ど
が
特
価
で
販
売
。
親
子
連

れ
な
ど
多
く
の
来
園
者
ら
で
賑
わ
っ
た
。

小
林
理
事
長
は
、

s�

組
合
員
や
地
元
テ
レ
ビ
局
の
女
性
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
ら
が
”地
デ
ジ
“へ
の
理
解
を
呼
び
か

け
た

開
堂
一
〇
周
年
の
記
念
祭

企
業
組
合
動
物
の
森

午
前
一
〇
時
か
ら
午
後
五
時

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

０
５
７
０
︲
０
１
０
１
︲
８
６

た
い
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

県
電
機
商
業
組
合
デ
ジ
タ
ル
一
一
〇
番

受
付
時
間
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

▲“フリースドッグ教室” には夏休みの小学生も多く参加（写
真上）。ペット用の服などに人気が集まった（写真下）
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木
を
知
り
、匠
の
技
に
触
れ
る
静
岡
大
工
祭
り

静
岡
大
工
建
築
業
協
同
組
合

大
好
評  

掛
川
茶
か
ら
生
ま
れ
た

”か
け
が
わ
茶
っ
ぷ
す
“

掛
川
茶
商
協
同
組
合

静
岡
大
工
建
築
業
協
同
組
合
（
静
岡

市
・
長
田
喜
一
理
事
長
）
が
主
催
す

る
”静
岡
大
工
祭
り
・
第
一
二
回
親
子

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
“
が
八
月

二
二
日
、
静
岡
市
葵
区
の
青
葉
イ
ベ
ン

ト
広
場
で
行
わ
れ
、
親
子
連
れ
な
ど
約

八
〇
〇
人
で
賑
わ
っ
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
静
岡
市
の
大
工
・

建
築
業
者
で
組
織
す
る
同
組
合
が
、
大

工
技
能
を
広
く
一
般
に
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
木
の
温
も
り
や
森
林
の
大
切
さ

を
知
っ
て
も
ら
い
、
木
造
住
宅
の
振
興
・

発
展
を
図
ろ
う
と
、
平
成
一
一
年
に
始

め
た
も
の
で
、
子
ど
も
の
夏
休
み
に
あ

わ
せ
毎
年
開
催
。

当
日
は
、
大
工
職
人
の
指
導
を
受
け

て
本
立
て
や
小
型
椅
子
を
親
子
で
つ
く

る
木
工
教
室
や
八
角
屋
根
の
四あ

ず
ま
や阿
の

建
前
（
上
棟
式
）
の
実
演
、
さ
ら
に
左

官
や
建
具
、
板
金
、
畳
な
ど
家
づ
く
り

に
携
る
幅
広
い
業
種
の
職
人
ら
に
よ
る

実
演
や
体
験
販
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
通

掛
川
茶
商
協
同
組
合
（
中
根
福
次
理

事
長
）
が
三
月
末
か
ら
販
売
し
て
い
る

掛
川
茶
を
使
っ
た
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス 

”か
け
が
わ
茶
っ
ぷ
す
“
が
話
題
を
呼

ん
で
い
る
。

”か
け
が
わ
茶
っ
ぷ
す
“
は
、
掛
川

茶
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
た
め
、
組

合
が
中
心
と
な
り
生
産
者
や
農
協
、
行

政
で
つ
く
る
掛
川
茶
ブ
ラ
ン
ド
委
員
会

が
考
案
。
地
元
の
Ｆ
Ｍ
局
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
、
リ
ス
ナ
ー
に
試
食
し
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
商
品
名
も
公
募
で
決
め
た
。

掛
川
茶
の
お
茶
請
け
に
と
、
お
茶
と

の
相
性
を
重
視
。
国
産
じ
ゃ
が
い
も
を

一
〇
〇
％
使
用
し
、
掛
川
市
特
産
の
深

蒸
し
茶
の
粉
末
に
海
洋
深
層
水
か
ら
精

製
し
た
塩
を
加
え
、
甘
し
ょ
っ
ぱ
い
、

グ
リ
ー
ン
テ
ィ
ー
風
味
に
仕
上
げ
た
。

組
合
員
店
舗
や
Ｊ
Ｒ
掛
川
駅
内
の
物

産
品
販
売
店
”
こ
れ
っ
し
か
処
“
、
道

の
駅
掛
川
、
県
西
部
地
域
の
ス
ー
パ
ー

な
ど
で
販
売
し
た
と
こ
ろ
、
売
れ
筋
商

組合活性化情報

し
て
い
る
子
ど
も
も
多
い
。
木
に
親
し

み
、
職
人
の
技
を
知
っ
て
も
ら
う
重
要

な
場
と
し
て
、
よ
り
い
っ
そ
う
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

じ
、
来
場
者
は
”匠
の
技
“
に
触
れ
た
。

組
合
で
は
、

「
夏
休
み
の
親
子
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

す
っ
か
り
定
着
し
、
毎
年
、
楽
し
み
に

品
と
し
て
品
薄
と
な
る
店
舗
も
現
れ
る

な
ど
大
好
評
。
当
初
八
月
末
ま
で
の
期

間
限
定
販
売
だ
っ
た
が
急
き
ょ
、
通
年

販
売
と
し
た
。

中
根
理
事
長
は
、

「
掛
川
茶
の
知
名
度
ア
ッ
プ
と
消
費
拡

大
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」
と
期
待
を

寄
せ
て
い
る
。

六
五
グ
ラ
ム
入
り
一
九
八
円
。

さ
れ
る
霊
園
と
な
る
よ
う
、
よ
り
い
っ

そ
う
の
努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い
」
と

語
っ
た
。 

「
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
一
〇

年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
も
ス
ッ
タ
フ
一
同
、
皆
様
か
ら
愛

▲�建前の実演では見事な八角屋根の四阿がお目見えした（写
真上）。親子で木工にチャレンジ（写真下）

s�

掛
川
市
特
産
の
深
蒸
し
茶
の
粉
末
に
海
洋
深
層
水
か
ら
精
製
し
た

塩
を
加
え
た
”か
け
が
わ
茶
っ
ぷ
す
“
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静岡労働局からのお知らせ

高校新規学卒者の就職状況について
●今春高校新卒者の就職決定率は、前年より0.8ポイント低下の99.1％

●来春高校新卒者の求人数は、今春をさらに約1割下回る大変厳しい状況

大卒等就職フェア　参加企業募集中！

　左図のとおり、今年度の
就職環境も大変厳しい状況
になっています。事業主の
皆様にはぜひとも、若年者
の雇用確保にご協力くださ
いますよう、よろしくお願い
申し上げます。
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15 中小企業静岡 2010.9

　猛暑によりエアコンや飲料品など季節商品の売上
が好調で、関連業種からは久々に明るい報告。また、
エコカー補助金や住宅エコポイントなど経済政策の
効果も依然として継続しているが、一方で補助金の
打ち切り等、その後の反動への懸念が高まっている。
円高等不安材料も多く、現状に耐えつつ、打開策を
模索する状況が続いている。

　　　　　　 ・・・ 対象17業種より抜粋
［ 電気機器 ］ 
　猛暑のお陰で、エアコン、冷蔵庫の販売は増加。暑い夏が続
くことを期待

［ 一般機器 ］ 
　新規受注ルートを求め、遠方への営業強化を図る組合員も見
受けられる

［ 輸送用機器 ］ 
　エコカー補助金終了の反動が懸念される。円高、米国の景気
減速など不透明要因も多い

［ 運輸業 ］
　飲料水など夏物商品は荷動きが活発だが、運賃の低下に歯止
めが利かない

［ 商店街 ］
　人通りは賑わったが、収入はあまり変わっていない。財布の
ひもは固い

概　況

業界の声

DI値の推移

景況ウォッチ （22年7月の情報連絡員月次景況調査より）

静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員87名に委嘱〕による毎月の景況調査の概要です。

事
務
局

組合活性化情報

※DI値＝［（増加・好転組合数−減少・悪化組合数）／対象組合数］×100

H22.06 H22.07

-28.7

-11.5

-23.0

-20.7

-46.0

-36.8

-12.8

-15.0

-47.2

‑21.8

‑14.8

‑26.5

‑18.4

‑40.2

‑24.2

‑5.1

‑16.1

‑33.3

H22.6 H22.7

6.9

-3.3

-3.5

2.3

5.8

12.6

7.7

-1.1

13.9

＋0.1以上･･･　　  ± 0.0･･･　　  〜 −20.0･･･　　  −20.0 〜･･･
なお、｢在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好要件としている。

平
成
一
二
年
二
月
、
㈱
日
立
製
作
所

清
水
工
場
か
ら
事
務
局
長
と
し
て
出

向
。
二
年
後
、
専
務
理
事
に
就
任
し
た
。

日
立
時
代
は
、
も
の
づ
く
り
の
原
点

で
あ
る
技
能
畑
を
出
発
点
に
、
多
く
の

業
務
を
経
験
。
中
で
も
企
業
内
教
育
に

関
わ
り
、
後
進
の
指
導
育
成
や
技
能
五

輪
国
際
大
会
選
手
の
輩
出
、
国
際
大
会

視
察
等
の
豊
富
な
経
験
が
今
に
生
き
る
。

「
私
の
原
点
は
現
場
。
こ
の
経
験
を
少

し
で
も
組
合
事
業
に
役
立
て
た
い
」。

事
務
局
入
り
以
来
、
常
に
念
頭
に
置

く
想
い
で
あ
る
。

県
内
の
三
五
〇
社
を
超
え
る
溶
接
関

連
業
者
が
加
入
す
る
組
合
の
事
業
は
多

彩
だ
。
溶
接
技
能
者
評
価
試
験
の
事
務

代
行
を
核
に
、
学
科
講
習
会
な
ど
各
種

組
合
員
の
納
得
と
合
意
の
も
と
、

ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
組
合
運
営
を

セ
ミ
ナ
ー
や
溶
接
技
術
競
技
大
会
の
開

催
、
さ
ら
に
は
人
材
確
保
や
労
働
時
間

の
改
善
を
目
的
と
し
た
助
成
事
業
な
ど

多
岐
に
わ
た
り
展
開
す
る
。

現
在
、
事
務
局
は
パ
ー
ト
を
含
め
五

人
。
限
ら
れ
た
予
算
と
人
員
で
い
か
に

事
務
を
効
率
化
、
合
理
化
す
る
か
を
常

に
自
問
自
答
す
る
。

「
組
合
員
は
、
金
属
の
機
械
加
工
か

ら
鉄
骨
や
配
管
な
ど
の
建
設
業
ま
で
幅

広
い
。
い
か
に
き
め
細
か
く
ニ
ー
ズ
を

つ
か
み
、
等
し
く
利
用
で
き
る
環
境
を

整
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
組
合
員
の

納
得
と
合
意
の
も
と
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
運
営
す
る
こ
と
が
重
要
」
と
要

諦
を
心
得
る
。

平
成
一
六
年
、全
国
溶
接
技
術
競
技
会

が
浜
松
市
で
開
か
れ
、裏
方
と
し
て
東
奔

西
走
。
五
〇
回
目
の
記
念
大
会
を
従
来

の
大
企
業
中
心
で
は
な
く
、
組
合
主
体

で
運
営
し
、全
国
か
ら
注
目
を
浴
び
た
。

「
大
会
誘
致
か
ら
始
ま
り
、
会
場
の
選

定
、
行
政
や
関
係
機
関
と
の
折
衝
、
予

算
の
確
保
、
五
〇
〇
名
近
い
関
係
者
の

宿
泊
先
や
交
通
手
段
の
手
配
な
ど
、
準

備
に
二
年
以
上
か
け
た
大
事
業
。
組
合

一
体
と
な
っ
て
成
功
さ
せ
た
大
イ
ベ
ン

ト
で
し
た
」
と
充
実
感
を
浮
か
べ
る
。

労
苦
を
い
っ
さ
い
厭
わ
ず
、
休
日
も

仕
事
に
没
頭
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
い

が
、「
た
ま
の
休
み
は
、
映
画
や
ド
ラ

イ
ブ
を
楽
し
ん
だ
り
、
自
治
会
の
副
会

長
と
し
て
地
域
活
動
に
も
関
っ
て
い
ま

す
よ
」
と
公
私
と
も
に
充
実
し
た
日
々

を
送
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

静岡県溶接工業協同組合

増田義郎専務理事
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─── 地元中小企業の官公需受注を支援する ───

6月18日、政府はこれからの中小企業施策の基
本的方針として「中小企業憲章」を閣議決定した。
次世代の人材育成、公正な市場環境整備、中小企
業金融の円滑化などを柱とし、中小企業の意欲あ
る取り組みをあと押しする格好だ。
この憲章における行動指針では「国及び地方自
治体が中小企業からの調達に配慮し、受注機会の
確保や増大に努める」と掲げられ、公共工事や物
品発注において中小企業の優先的活用が奨励され
ている。　
さらに同日、憲章とあわせ「中小企業者に関
する国等の契約の方針」が閣議決定され、中小
企業者向け官公需契約の目標と受注機会増大に向
けた措置として、具体的な金額等が明示されてい
る。本年度の中小企業者向け契約目標額は約3兆
8千億円、官公需総予算に占める割合は56.2％。
前年度実績の約4兆1千億円、同割合53.1％に比
べ、額は大幅に下回るものの割合は過去最高と
なった。そしてこの目標達成の一環で「官公需総
合相談センター」が全国の中小企業団体中央会に
設置されることが定められた。

組合のメリットとして挙げられる、官公需適格
組合証明制度。官公需受注に意欲的であり、かつ
十分に責任を履行できると判断される組合を国が
証明するという制度だ。しかし近年、発注方法が
一般競争入札主体にシフトしており、証明を取得

した組合であっても一般企業と同等の扱いを受け
る機会も珍しくなく証明の意義が薄れつつある。
ある組合役員は、「最近は件数の減少に加え、
今まで手を伸ばしてこなかった案件にまで大手企
業が入札参加してくる。金額だけでは太刀打ちで
きない」と、危機感をあらわにする。
「行政に適格組合制度が理解されていない。発
注元ごとで対応が違う。メリットも薄れ、組合員
脱退が増えている」と、存続危機を口にする組合
もある。金額も件数も増加が見込めない今後を視
野に、他業種への転換を模索する企業もあると耳
にする。

官公需抑制に伴い、当然入札における価格競争
は激化している。大企業の採算度外視した低価格
入札や県外業者が落札し地元業者が下請で施工す
ることも多い。だが結果として賃金、工期、労働
条件等でシワ寄せを受けるのは地元業者だ。発注
機関には、適正な予定価格積算をお願いすると同
時に、中小企業組合が受注機会を得るため、分離
分割発注や少額随意契約の拡大等活用の幅を広げ
るよう依頼したい。
官公需総合相談センターの業務は、中小企業へ
の官公需の発注や入札方法等に関する情報提供
だが、組合・組合員の技術力や工事実績、災害対
策等への貢献のほか、適格組合制度の浸透を含め
行政・地域に広く情報発信を行い、官公需の受注
拡大を支援し組合の存在価値を高めなくてはなら
ない。	 （三宅）

官公需総合相談センターの発足

地元中小企業の受注確保のために

官公需組合を取り巻く厳しい環境
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参 加 料 金

お 申 し 込 み

お 問 合 せ 等

毎年、全国の中小企業団体の代表者が一堂に会し、その決意を内外に表明するとともに、国等
に対して中小企業振興施策の確立を訴え、中小企業の安定的な振興発展を目指すため中小企
業団体全国大会が開催されます。静岡県中央会では、今年も全国大会参加ツアーをご用意いた
しました。多くの皆様のご参加をお待ちしております。 
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混
乱
は
、却
っ
て
大
企
業
の
弱
さ
を
露

わ
に
し
、世
界
的
に
も
こ
れ
ま
で
以
上

に
中
小
企
業
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い

る
。国
内
で
は
、少
子
高
齢
化
、経
済
社

会
の
停
滞
な
ど
に
よ
り
、将
来
へ
の
不

安
が
増
し
て
い
る
。不
安
解
消
の
鍵
と

な
る
医
療
、福
祉
、情
報
通
信
技
術
、地

球
温
暖
化
問
題
を
始
め
と
す
る
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
は
、市
場
の
成
長
が

期
待
で
き
る
分
野
で
も
あ
る
。中
小
企

業
の
力
が
こ
れ
ら
の
分
野
で
発
揮
さ

れ
、豊
か
な
経
済
、安
心
で
き
る
社
会
、

そ
し
て
人
々
の
活
力
を
も
た
ら
し
、日

本
が
世
界
に
先
駆
け
て
未
来
を
切
り
拓

く
モ
デ
ル
を
示
す
。

難
局
の
克
服
へ
の
展
開
が
求
め
ら
れ

る
こ
の
よ
う
な
時
代
に
こ
そ
、こ
れ
ま

で
以
上
に
意
欲
を
持
っ
て
努
力
と
創
意

工
夫
を
重
ね
る
こ
と
に
高
い
価
値
を
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。中
小
企
業
は
、

そ
の
大
い
な
る
担
い
手
で
あ
る
。

基
本
原
則

中
小
企
業
政
策
に
取
り
組
む
に
当

た
っ
て
は
、基
本
理
念
を
踏
ま
え
、以
下

の
原
則
に
依
る
。

経
済
活
力
の
源
泉
で
あ
る
中
小
企

業
が
、
そ
の
力
を
思
う
存
分
に
発

揮
で
き
る
よ
う
支
援
す
る

資
金
、人
材
、海
外
展
開
力
な
ど
の
経

営
資
源
の
確
保
を
支
援
し
、中
小
企
業

の
持
て
る
力
の
発
揮
を
促
す
。そ
の
際
、

経
営
資
源
の
確
保
が
特
に
困
難
で
あ

る
こ
と
の
多
い
小
規
模
企
業
に
配
意
す

る
。中
小
企
業
組
合
、業
種
間
連
携
な
ど

の
取
組
を
支
援
し
、力
の
発
揮
を
増
幅

す
る
。

起
業
を
増
や
す

起
業
は
、人
々
が
潜
在
力
と
意
欲
を
、

組
織
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
発
揮
す
る
こ

と
を
可
能
に
し
、雇
用
を
増
や
す
。起
業

促
進
策
を
抜
本
的
に
充
実
し
、日
本
経

済
を
一
段
と
活
性
化
す
る
。

創
意
工
夫
で
、
新
し
い
市
場
を
切

り
拓
く
中
小
企
業
の
挑
戦
を
促
す

中
小
企
業
の
持
つ
多
様
な
力
を
発
揮

し
、創
意
工
夫
で
経
営
革
新
を
行
う
な

ど
多
く
の
分
野
で
自
由
に
挑
戦
で
き
る

よ
う
、制
約
の
少
な
い
市
場
を
整
え
る
。

ま
た
、中
小
企
業
の
海
外
へ
の
事
業
展

開
を
促
し
、支
え
る
政
策
を
充
実
す
る
。

公
正
な
市
場
環
境
を
整
え
る

力
の
大
き
い
企
業
と
の
間
で
実
質
的

に
対
等
な
取
引
や
競
争
が
で
き
ず
、中

小
企
業
の
自
立
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、市
場
を
公
正
に
保
つ
努

力
を
不
断
に
払
う
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
整
備
し
、

中
小
企
業
の
安
心
を
確
保
す
る

中
小
企
業
は
、経
済
や
社
会
の
変
化

の
影
響
を
受
け
易
い
の
で
、金
融
や

［ トピックス ］

基
本
理
念

中
小
企
業
は
、経
済
や
く
ら
し
を
支

え
、牽
引
す
る
。創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、

技
術
を
磨
き
、雇
用
の
大
部
分
を
支
え
、

く
ら
し
に
潤
い
を
与
え
る
。意
思
決
定

の
素
早
さ
や
行
動
力
、個
性
豊
か
な
得

意
分
野
や
多
種
多
様
な
可
能
性
を
持

つ
。経
営
者
は
、企
業
家
精
神
に
溢
れ
、

自
ら
の
才
覚
で
事
業
を
営
み
な
が
ら
、

家
族
の
み
な
ら
ず
従
業
員
を
守
る
責
任

を
果
た
す
。中
小
企
業
は
、経
営
者
と
従

業
員
が
一
体
感
を
発
揮
し
、一
人
ひ
と

り
の
努
力
が
目
に
見
え
る
形
で
成
果
に

結
び
つ
き
易
い
場
で
あ
る
。

中
小
企
業
は
、社
会
の
主
役
と
し
て

地
域
社
会
と
住
民
生
活
に
貢
献
し
、伝

統
技
能
や
文
化
の
継
承
に
重
要
な
機
能

を
果
た
す
。小
規
模
企
業
の
多
く
は
家

族
経
営
形
態
を
採
り
、地
域
社
会
の
安

定
を
も
た
ら
す
。こ
の
よ
う
に
中
小
企

業
は
、国
家
の
財
産
と
も
い
う
べ
き
存

在
で
あ
る
。一
方
で
、中
小
企
業
の
多
く

は
、資
金
や
人
材
な
ど
に
制
約
が
あ
る

た
め
、外
か
ら
の
変
化
に
弱
く
、不
公
平

な
取
引
を
強
い
ら
れ
る
な
ど
数
多
く
の

困
難
に
晒
さ
れ
て
き
た
。こ
の
中
で
、大

企
業
に
重
き
を
置
く
風
潮
や
価
値
観
が

形
成
さ
れ
て
き
た
。し
か
し
、金
融
分
野

に
端
を
発
す
る
国
際
的
な
市
場
経
済
の

1

2345

“中小企業憲章”制定される
　中小企業政策の方針を示す「中小企業憲章」が6月18日に閣議決定された。
　中小企業の役割と中小企業政策の基本的な考え方を明確にするとともに、国は、経営支援の充実･徹底、
人材の育成確保支援、海外展開支援、金融の円滑化、地域社会への貢献体制の整備など8つの柱を行動
指針に据え、具体的な取り組みを進めていくとしている。
　トピックスでは、その内容をお知らせする。
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開
発
、教
育
・
研
究
機
関
、他
企
業
な
ど

と
の
共
同
研
究
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、競
争
力
の
鍵
と
な
る
企
業
集
積
の

維
持
・
発
展
を
図
る
。ま
た
、業
種
間
で

の
連
携
・
共
同
化
や
知
的
財
産
の
活
用

を
進
め
、中
小
企
業
の
事
業
能
力
を
強

め
る
。経
営
支
援
の
効
果
を
高
め
る
た

め
、支
援
人
材
を
育
成
・
増
強
し
、地
域

経
済
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
支
援
体
制

を
充
実
す
る
。

人
材
の
育
成
・
確
保
を
支
援
す
る

中
小
企
業
の
要
諦
は
人
材
に
あ
る
。

働
く
人
々
が
積
極
的
に
自
己
研
鑽
に
取

り
組
め
る
よ
う
能
力
開
発
の
機
会
を
確

保
す
る
。魅
力
あ
る
中
小
企
業
へ
の
就

業
や
起
業
を
促
し
、人
材
が
大
企
業
信

仰
に
と
ら
わ
れ
な
い
よ
う
、各
学
校
段

階
を
通
じ
て
健
全
な
勤
労
観
や
職
業
観

を
形
成
す
る
教
育
を
充
実
す
る
。ま
た
、

女
性
、高
齢
者
や
障
害
者
を
含
め
働
く

人
々
に
と
っ
て
質
の
高
い
職
場
環
境
を

目
指
す
。

起
業
・
新
事
業
展
開
の
し
や
す
い
環

境
を
整
え
る

資
金
調
達
を
始
め
と
す
る
起
業
・
新

分
野
進
出
時
の
障
壁
を
取
り
除
く
。ま

た
、医
療
、介
護
、一
次
産
業
関
連
分
野

や
情
報
通
信
技
術
関
連
分
野
な
ど
今
後

の
日
本
を
支
え
る
成
長
分
野
に
お
い

て
、中
小
企
業
が
積
極
的
な
事
業
を
展

開
で
き
る
よ
う
制
度
改
革
に
取
り
組

む
。国
際
的
に
開
か
れ
た
先
進
的
な
起

業
環
境
を
目
指
す
。

海
外
展
開
を
支
援
す
る

中
小
企
業
が
海
外
市
場
の
開
拓
に
取

り
組
め
る
よ
う
、官
民
が
連
携
し
た
取

組
を
強
め
る
。ま
た
、支
援
人
材
を
活
用

し
つ
つ
、海
外
の
市
場
動
向
、見
本
市
関

連
な
ど
の
情
報
の
提
供
、販
路
拡
大
活

動
の
支
援
、知
的
財
産
権
ト
ラ
ブ
ル
の

解
決
な
ど
の
支
援
を
行
う
。中
小
企
業

の
国
際
人
材
の
育
成
や
外
国
人
材
の
活

用
の
た
め
の
支
援
を
も
進
め
、中
小
企

業
の
真
の
国
際
化
に
つ
な
げ
る
。

公
正
な
市
場
環
境
を
整
え
る

中
小
企
業
の
正
当
な
利
益
を
守
る
法

令
を
厳
格
に
執
行
し
、大
企
業
に
よ
る

代
金
の
支
払
遅
延
・
減
額
を
防
止
す
る

と
と
も
に
、中
小
企
業
に
不
合
理
な
負

担
を
招
く
過
剰
な
品
質
の
要
求
な
ど
の

行
為
を
駆
逐
す
る
。ま
た
、国
及
び
地
方

自
治
体
が
中
小
企
業
か
ら
の
調
達
に
配

慮
し
、受
注
機
会
の
確
保
や
増
大
に
努

め
る
。

中
小
企
業
向
け
の
金
融
を
円
滑
化

す
る

不
況
、災
害
な
ど
か
ら
中
小
企
業
を

守
り
、ま
た
、経
営
革
新
や
技
術
開
発
な

ど
を
促
す
た
め
の
政
策
金
融
や
、起
業
、

転
業
、新
事
業
展
開
な
ど
の
た
め
の
資

金
供
給
を
充
実
す
る
。金
融
供
与
に
当

た
っ
て
は
、中
小
企
業
の
知
的
資
産
を

始
め
事
業
力
や
経
営
者
の
資
質
を
重
視

し
、不
動
産
担
保
や
保
証
人
へ
の
依
存

を
減
ら
す
。そ
の
た
め
に
も
、中
小
企
業

の
実
態
に
則
し
た
会
計
制
度
を
整
え
、

経
営
状
況
の
明
確
化
、経
営
者
自
身
に

よ
る
事
業
の
説
明
能
力
の
向
上
、資
金

調
達
力
の
強
化
を
促
す
。

地
域
及
び
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ

う
体
制
を
整
備
す
る

中
小
企
業
が
、商
店
街
や
地
域
経
済

団
体
と
連
携
し
て
行
う
も
の
も
含
め
、

高
齢
化
・
過
疎
化
、環
境
問
題
な
ど
地
域

や
社
会
が
抱
え
る
課
題
を
解
決
し
よ
う

と
す
る
活
動
を
広
く
支
援
す
る
。祭
り

や
、ま
ち
お
こ
し
な
ど
地
域
の
つ
な
が

り
を
強
め
る
活
動
へ
の
中
小
企
業
の
参

加
を
支
援
す
る
。ま
た
、熟
練
技
能
や
伝

統
技
能
の
継
承
を
後
押
し
す
る
。

中
小
企
業
へ
の
影
響
を
考
慮
し
政

策
を
総
合
的
に
進
め
、
政
策
評
価

に
中
小
企
業
の
声
を
生
か
す

関
係
省
庁
の
連
携
は
、起
業
・
転
業
・

新
事
業
展
開
へ
の
支
援
策
の
有
効
性
を

高
め
る
。中
小
企
業
庁
を
始
め
、関
係
省

庁
が
、こ
れ
ま
で
以
上
に
一
体
性
を
強

め
て
、産
業
、雇
用
、社
会
保
障
、教
育
、

金
融
、財
政
、税
制
な
ど
総
合
的
に
中
小

企
業
政
策
を
進
め
る
。そ
の
際
、地
域
経

済
団
体
の
協
力
を
得
つ
つ
、全
国
の
中

小
企
業
の
声
を
広
く
聴
き
、政
策
効
果

の
検
証
に
反
映
す
る
。

T O IP C S

共
済
制
度
な
ど
の
面
で
、セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
を
整
え
る
。ま
た
、再
生
の
途
を

よ
り
利
用
し
易
い
も
の
と
し
、再
挑
戦

を
容
易
に
す
る
。

こ
れ
ら
の
原
則
に
依
り
、政
策
を
実

施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

・ 

中
小
企
業
が
誇
り
を
持
っ
て
自
立
す

る
こ
と
や
、地
域
へ
の
貢
献
を
始
め
社

会
的
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
を
高
く

評
価
す
る

・ 

家
族
経
営
の
持
つ
意
義
へ
の
意
識
を
強

め
、ま
た
、事
業
承
継
を
円
滑
化
す
る

・ 

中
小
企
業
の
声
を
聴
き
、ど
ん
な
問
題

も
中
小
企
業
の
立
場
で
考
え
、政
策
評

価
に
つ
な
げ
る

・ 

地
域
経
済
団
体
、取
引
先
企
業
、民
間

金
融
機
関
、教
育
・
研
究
機
関
や
産
業

支
援
人
材
な
ど
の
更
な
る
理
解
と
協

力
を
促
す

・ 

地
方
自
治
体
と
の
連
携
を
一
層
強
め
る

・ 

政
府
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と

と
す
る

行
動
指
針

政
府
は
、以
下
の
柱
に
沿
っ
て
具
体

的
な
取
組
を
進
め
る
。

中
小
企
業
の
立
場
か
ら
経
営
支
援

を
充
実
・
徹
底
す
る

中
小
企
業
の
技
術
力
向
上
の
た
め
、

も
の
づ
く
り
分
野
を
始
め
と
す
る
技
術

1

3 2

6 5 4
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⃝認知症を正しく理解する
　85歳以上では₄人に₁人の割合で認知症の症
状があるといわれ、現在日本で170万人が罹患
しており、20年後には300万人を超えると予想
されています。
　つまり、誰でもなりうる以上、家族や友人、
自分自身も認知症になる可能性があるわけで
す。もしものことを考えて、まずは正しい知識
を学ぶことが大切です。
■お問合せ

㈶しずおか健康長寿財団
静岡県介護実習・普及センター

〒420-0856 静岡市葵区駿府町₁-70
静岡県総合社会福祉会館（シズウエル）₄階

TEL：054-273-7876　FAX：054-253-4222
HP：http://www.shizuoka-chouju.jp/

月〜金₈：30〜17：00（祝祭日、年末年始を除く）

体験するものです。
　高齢者の心身状態を理解するのに役立つため、
介護講座、職員研修、商品開発の研究、中学校・
高等学校等での体験学習等で実施されています。
⃝在宅介護の基本

　人間は誰でも高齢になると身体の機能が低下
し、食事や着替え、起き上がりの動作など日常
生活に手助け＝介護が必要となる場合がありま
す。介護はする人もされる人にも大きな負担と
なることがありますが、介護保険制度や介護の
方法を学ぶことで負担の軽減にもつながります。
⃝福祉用具の活用法

　福祉用具は不自由となった日常生活を豊にす
る道具です。福祉用具の適正な利用により、介
護される人の自立度が高まり介護する人の負担
も軽減されます。車いすなど様々な福祉用具に
ついて実習を交えながら学習します。

～県内全組合を訪問調査させていただいています。～
組合支援員訪問調査へのご協力のお願い

　本会では静岡県から「連携組織支援活性化業務」の委託を受け、本会嘱託職員として採用しました3名の「組

合支援員」が全組合を対象に訪問調査をさせていただいております。（既に約200組合にはご協力をいただいて

おります。）

　当調査におきましては、組合の「事業活動状況」、「現在の課題・問題点」「事業需要」等を中心に聞き取りを

させていただき、これらの調査結果を今後の支援に生かしていきたいと考えております。

　事前にご連絡の上、訪問日程等の調整をさせていただきます。

　ご多忙のこととは存じますが、是非ともご協力をいただきますよう、よろしくお願いいたします。

◦調査期間：本年度と来年度の2年間

◦所要時間：30分～ 45分程度

◦調査対象：静岡県内の全中小企業組合

組合支援員は以下の3名です。よろしくお願いいたします。

　西崎 万里子 （にしざき まりこ）

　石原 里枝子 （いしはら りえこ）

　児玉 久美子 （こだま くみこ）

−−−−お問合せ等ございましたら下記までご連絡をお願いいたします。−−−−

静岡県中小企業団体中央会　指導部　連携組織支援活性化業務 宛
〒420-0853　静岡市葵区追手町44-1　

TEL：054-254-1511　FAX：054-255-0673

左から石原・西崎・児玉
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企業の未来を託す新卒人材と出会うチャンスです。
是非、御参加ください！！

　県内へ就職を希望している平成23年₃月卒業予
定の学生（大学・短大・専修学校等）を対象とし
た就職面接会を下記のとおり開催します。是非と
もご参加ください。
■開催日時
開催地 日　時 会　場

静岡会場 10月13日（水）
13時～ 16時

グランシップ  大ホール・海
静岡市駿河区池田79-4

沼津会場 10月21日（木）
13時～ 16時

キラメッセぬまづ  多目的ホール
沼津市大手町1-1-4

浜松会場 10月27日（水）
13時～ 16時

アクトシティ浜松  展示イベントホール
浜松市中区板屋町111-1

■参　加　費
無料（交通費等は貴社でご負担願います）

■参加条件
₁） 勤務先（就業場所）の所在地が静岡県内で

あること。
₂） 対象学生を正社員として採用する計画があ

ること。
■対　象　者

平成23年₃月卒業予定の大学（院）、短大、高専、
専修学校等の学生（中学、高校卒業予定者は除く）
■内　　容

企業ごとのブースで、就職希望者と採用に向け
た面接・選考をしていただきます。

■申込方法
「大卒等就職フェア参加申込書」（下記HPから
ダウンロード）を記入して、申込先へ郵送又は
メールしてください。
静岡労働局：
http://www.shizuokarodokyoku.go.jp/syokuan
静岡県：
http://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-220

■申込期限
静岡会場：10月₁日（金）
沼津会場：10月₈日（金）
浜松会場：10月15日（金）　必着

■申込み・問合せ
静岡労働局職業安定課

〒420-8639 静岡市葵区追手町₉-50
静岡地方合同庁舎₅階

TEL：054-271-9961
E-mail：koukou2200@nifty.com

※ご確認
参加決定通知は開催日₁週間前頃に郵送しま
す。決定通知が届かない場合は、参加リスト
にもれている可能性がありますので、上記お
問合せ先までご連絡ください。また、開催日
₁週間前頃に上記ホームページにて参加企業
リストを公開しますのであらかじめ御了承く
ださい。
■主　　催

静岡労働局　ハローワーク　静岡県

　超高齢社会を迎えようとしている現在、安心し
て老後を過ごせる地域づくりが必要です。
　静岡県介護実習・普及センターは、介護及び介
護予防等の知識・技術の普及を図ることを目的と
して介護講座をはじめ、介護相談、情報提供など
総合的にサポートしています。
■出前講座について

皆さまの身近な場所で、リクエストに応じた講
座を開催します。
■出張費・講師料：無　料
■時　間：平日10：00〜16：00の間
■会　場：皆さまのお近くの会場をご用意ください。

※ 当センターの研修室・介護実習室をご利用い
ただくこともできます。

■内　容：以下の「講座内容の例」をご覧ください。
※ 事前に予約が必要です。まずは当センターま

でご相談ください。
■講座内容の例（所要時間の目安：各90分〜120分）

※会場や受講者数によって多少前後します。
⃝「うらしま太郎（高齢者疑似）」体験

　耳栓や特殊メガネ、サポーターやおもり等を
装着することにより、自分の今の年齢から一挙
に80歳程度の高齢者になった状態を、疑似的に

平成22年度
大卒等就職フェア参加企業募集中！

静岡県介護実習・普及センター
介護「出前講座」のご案内
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デジタル化の波に負けるな！
印刷物に命を吹き込む製本業

く み あ い 百 景

印
刷
物
の
加
工
工
程
を
担
う
製
本

業
。
そ
の
世
界
は
、
知
れ
ば
知
る
ほ
ど

奥
が
深
い
。

製
本
業
に
は
、
大
き
く
分
け
て
二
通

り
の
業
者
が
あ
る
。
一
つ
は
、
様
々
な

綴
じ
加
工
を
駆
使
し
、
一
般
的
な
書
籍

の
製
作
を
行
う
業
者
、
も
う
一
つ
は
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
折
り
加
工
を
中
心
に

行
う
商
業
印
刷
製
本
業
者
で
あ
る
。

ま
た
、
国
内
で
は
、
出
版
社
が
集
中

す
る
東
京
都
が
最
も
製
本
業
が
盛
ん
な

地
で
あ
り
、
業
者
の
数
は
七
〇
〇
を
超

え
る
。
そ
の
歴
史
は
古
く
、
江
戸
時
代

に
は
多
く
の
技
法
が
開
発
さ
れ
た
。

印
刷
需
要
の
低
迷
を
受
け
て
、
製
本

業
の
受
注
額
も
年
々
減
少
し
て
い
る
。

「
印
刷
業
界
」
と
一
口
に
い
っ
て
も
、

そ
の
業
態
は
多
岐
に
わ
た
り
、
様
々
な

職
種
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

一
五
世
紀
、
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
に

よ
っ
て
発
明
さ
れ
た
「
活
版
印
刷
」
は
、

ル
ネ
サ
ン
ス
の
三
大
発
明
に
数
え
ら
れ

る
。
こ
の
発
明
に
よ
り
、
大
量
の
印
刷

物
が
制
作
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
現
在

ま
で
、
写
真
植
字
に
よ
る
オ
フ
セ
ッ
ト

印
刷
を
は
じ
め
、
多
種
多
様
な
印
刷
技

術
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。
最
近
で
は
平

面
の
媒
体
に
限
ら
ず
、
曲
面
な
ど
立
体

的
な
媒
体
へ
の
印
刷
も
可
能
と
な
っ
て

お
り
、
今
後
さ
ら
に
そ
の
活
用
の
幅
は

広
が
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
、
印
刷
業
界
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
急
速
に
変
化
、
発
展
し
て
き

た
が
、
米
ア
ッ
プ
ル
社
の
「
ｉ
Ｐ
ａ

ｄ
」
に
代
表
さ
れ
る
電
子
書
籍
の
出
現

の
よ
う
に
、
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
メ
デ
ィ
ア
媒
体
の

多
様
化
と
い
っ
た
現
象
は
、
当
業
界
に

と
っ
て
ま
さ
に
活
版
印
刷
の
発
明
以
上

の
衝
撃
、
ま
さ
に
黒
船
襲
来
で
あ
る
。

今
回
紹
介
す
る
製
本
業
も
、
印
刷
業

の
根
底
を
支
え
な
が
ら
、
こ
の
大
き
な

難
敵
に
立
ち
向
か
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
受
注
単
価
の
低
下
や
多
品
種
・

小
ロ
ッ
ト
・
短
納
期
の
傾
向
は
顕
著
で
、

他
の
業
種
に
比
べ
て
も
景
況
は
格
段
に

厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
業
者
の
数
も

最
盛
期
に
は
県
内
に
四
〇
社
近
く
あ
っ

た
も
の
が
、
現
在
で
は
約
半
数
に
ま
で

減
少
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、こ
の
苦
境
を
”協
同
の
力”

で
乗
り
越
え
よ
う
と
活
動
し
て
い
る
の

が
当
組
合
で
あ
る
。

「
確
か
に
、
電
子
書
籍
の
出
現
や
印
刷

物
そ
の
も
の
の
減
少
に
よ
り
、
当
業
界

は
大
変
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
学
校
か
ら
紙
の
教
科
書

や
ノ
ー
ト
が
な
く
な
る
こ
と
は
想
像
で

き
ま
せ
ん
。
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
、
書
き

こ
む
、
付
箋
を
貼
る
。
こ
う
い
っ
た
行

為
そ
の
も
の
が
、
モ
ノ
を
覚
え
る
際
に
、

非
常
に
重
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
教
育
に
限
ら
ず
、
今
ま
で
培
っ
て

き
た
製
本
書
籍
の
文
化
は
絶
対
に
な
く

な
ら
な
い
は
ず
で
す
」。

森 

雅
弘
理
事
長
は
、
製
本
の
も
つ
魅

力
や
可
能
性
、
製
本
業
の
存
在
価
値
に

つ
い
て
力
説
す
る
。

組
合
で
は
、
六
年
前
か
ら
「
大
乗
暦
」

印
刷
業
の
潮
流
〜
黒
船
襲
来
！

製
本
書
籍
は
な
く
な
ら
な
い

住　所	 〒421-2114
　　　　静岡市葵区安倍口新田505番地
理事長	 森	雅弘
組合員	 4人
設　立	 平成10年9月14日
T E L 	 054-296-3144
F A X 	 054-296-3144
U R L 	 http://www.siz-sba.or.jp/seihon/

▲「糸かがり」、「丁合」…特異な業界用語も興味深い

静岡製本業協同組合

▲�老舗業者が多い当組合
にあって若きリーダー
森�雅弘理事長

出
版
文
化
を
支
え
る
製
本
業

代表的な製本作業の流れ
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組
織
さ
れ
る
全
日
本
製
本
工
業
組
合
連

合
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
製
本
業
の
指

針
を
「
製
本
業
中
期
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」

と
し
て
策
定
し
、
変
革
モ
デ
ル
を
提
案

し
て
い
る
。

下
請
け
企
業
か
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業

へ
の
進
化
。
製
本
以
外
の
業
務
の
一
括

管
理
。
専
門
性
を
高
め
、
技
術
の
高
度

化
を
図
る
等
々
。
ど
の
業
界
に
も
当
て

は
ま
る
こ
と
だ
が
、
企
画
提
案
力
の
強

化
、
高
付
加
価
値
、
多
様
化
す
る
ニ
ー

ズ
へ
の
素
早
い
対
応
が
肝
要
で
あ
る
。

「
製
本
は
、
平
面
の
紙
を
切
っ
た
り
、

折
っ
た
り
、
綴
じ
た
り
、
貼
っ
た
り
す

る
こ
と
に
よ
り
形
を
生
み
出
し
ま
す
。

言
う
な
れ
ば
、
印
刷
物
に
命
を
吹
き
込

み
、
表
情
を
つ
く
る
、
と
て
も
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
な
仕
事
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
流
れ
は
、
我
々
に

と
っ
て
大
き
な
脅
威
で
し
た
が
、
最
近

で
は
い
か
に
そ
の
流
れ
に
上
手
に
乗
る

か
、
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

学
ぶ
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
、
今

を
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
捉
え
、
今
後
も
前

向
き
に
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
」。

工
場
内
に
は
、
小
学
生
向
け
の
問
題

集
が
頭
上
高
く
整
然
と
積
み
上
げ
ら
れ

て
い
た
。
小
学
生
も
大
変
だ
け
ど
、
大

人
は
も
っ
と
大
変
な
ん
だ
よ
、
と
で
も

言
い
た
げ
だ
。

隅
に
い
て 

折
り
機
と
競
う 

き
り
ぎ
り
す

と
い
う
暦
を
販
売
し
て
い
る
。
販
売
エ

リ
ア
は
全
国
に
広
が
っ
て
お
り
、
売
上

を
順
調
に
伸
ば
し
て
い
る
。
営
業
活
動

に
も
精
力
的
だ
。

ま
た
、
現
在
、
組
合
事
業
の
大
き
な

柱
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
教
育
関
係
書

籍
の
製
本
業
務
で
あ
る
。
乱
丁
や
落
丁

は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
、
と
て
も
神
経

を
使
う
仕
事
で
あ
り
、
業
者
と
の
綿
密

な
打
ち
合
わ
せ
が
欠
か
せ
な
い
。

「
毎
月
一
回
、
組
合
員
が
集
ま
っ
て

情
報
交
換
を
行
い
、
お
互
い
を
刺
激
し

合
っ
て
い
ま
す
。
組
合
に
入
っ
て
い
な

か
っ
た
ら
、
大
手
と
も
取
引
で
き
な
い

で
し
ょ
う
し
、
全
国
の
同
業
者
と
の
つ

な
が
り
も
持
て
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

な
に
よ
り
、
こ
の
不
況
に
立
ち
向
か
う

気
持
ち
が
起
き
な
い
で
し
ょ
う
ね
」。

こ
う
し
た
中
、
全
国
の
製
本
業
者
で

組合活性化情報

デ
ジ
タ
ル
化
の
波
を
乗
り
こ
な
せ ▲�高額、高度な製本機が工場内所狭しと並んで

いる
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読者プラザ

リーマンショック以来なかなか不況から抜け出
せないこの御時勢の中、やはり人との出会いを、
特に大事にする必要性があると思います。
清水青中では、前年度は組合青年部等、「個人
レベルで、より深く互いを知り合う」をテーマに
活動してまいりました。
今年度は、視野を広げるために、中央会、青年
部の皆様と積極的に交流を深めていきたいと考え
ています。
私は、基本的に人見知りがあり、知らない人と
話をすることや、人前で話しをするという事が、
とても恥ずかしかったのですが、やはり回数を重
ねる事、多くの仲間と出会うことで、少しずつで
すが欠点を克服できているように感じます。
今までの自分を変えることにより、結果として
仕事につながる可能性が無限に広がり、この不況
に負けない環境を作ることが出来れば幸いです。
出来るかどうかは、自分次第。

青中の活動を通じ、
不況に負けない企業を
静岡県清水青年中央会

会長源平真也
有限会社羽広鉄工所 専務取締役

●	発行人	／	静岡県中小企業団体中央会	〒420-0853	静岡市葵区追手町44-1	 TEL／054-254-1511　FAX／054-255-0673
	 	 	 東部事務所	 〒410-0881	沼津市八幡町7番1号	 TEL／055-963-4511　FAX／055-963-8307
	 	 	 西部事務所	 〒430-0929	浜松市中区中央1丁目17-19	TEL／053-453-2195　FAX／053-453-2198
●	中央会ホームページ	http://www.siz-sba.or.jp/	●E-mailアドレス	joho-kikaku@siz-sba.or.jp
皆様のご意見をお待ちしております。（TEL、FAX等でもお受け致します。）

中小企業静岡
9月号（通巻682号）

新設組合紹介

組合員4人は、いずれも空調設備や冷凍冷蔵設
備などの冷熱設備業務に長年従事し、冷熱設備に
関する高い知識と技術をもつ熟練技術者。
空調設備工事業界は、企業業績の悪化に伴う工
場等の新設件数の減少や環境問題への対応など
の課題を抱えている。しかし、一方では、空調
設備に冷媒として使用されるフロンの回収や企業
の省エネ対策など、循環型社会構築への貢献や快
適な環境空間を提供する業種として、今後も安定
した需要が見込める分野だ。
組合では、組合員がこれまで長年にわたり蓄
積した冷熱ビジネスに関する豊富な知識やノウハ
ウ、専門的技術、さらには広汎なネットワークを
活用。エアコンや冷温水発生器、冷凍冷蔵庫、フ
リーザーなど各種冷熱設備の設計施工、さらには
メンテナンスに至るまで一貫した提案型サービス
を提供。企業などの作業環境の改善や生産性の向
上、合理化に貢献していく。

冷熱設備のエキスパートが組織化
作業環境の改善や

生産性の向上に貢献
企業組合エコプラン
静岡市

白井 弘理事長　

連日のように“熱中症”や“猛暑日”など暑さにち
なむことばが、ニュースを賑わした今年の夏。
こうした厳しい暑さをまちのウ

・ ・

リにしようと
するのが、埼玉県熊谷市と岐阜県多治見市。とも
に2007年8月16日、40.9℃のわが国観測史上
最高気温を記録したまちだ。
両市ともマスコットキャラクター ( “あつべえ”

＝熊谷、“うながっぱ”＝多治見)をつくり、わがまち
こそ“暑さ日本一”とアピールする。

とくに熊谷市では“ヒートアイランド対策推進
都市”を宣言。舗装への遮熱性塗料の塗布や冷却ミ
ストの設置、熱中病予防対策の発信など、ヒートア
イランド対策にも力を入れる。さらに人の“熱さ”
にも繋げたまちづくりを、と“あついぞ！熊谷”と銘
打った各種のまちづくり事業も展開中だ。
ともすればマイナスイメージとなる“暑さ”を逆手

にとった両市の取り組み。｢アイディア次第で、なん
でも地域資源｣のお手本として参考になる？（住川）

22年09月号_本文.indd   24 10.9.2   3:38:57 PM






	682_1表左
	682_2中右
	682_3本文
	682_4中左
	682_5表右

